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1. カルシウム代謝異常症の治療
山田研一，田村泰，熊谷朗
(千大・ 2内科)
伊藤晴夫，島崎淳(千大・泌尿器科)
目的:種々のカルシワム (Ca)代謝異常症の内で今回
は高 Ca血症特に悪性腫療による高 Ca血症及び低 Ca
血症の治療について報告する。症例及び方法:悪性腫療
による高 Ca血症一皮膚癌による骨浸潤例及び上ガク癌
の骨転移による高 Ca血症は， prednisolone 30-40mg 
投与改善を認めた。 T cell leukemia及び CMLの急
性転化による高 Ca血症は，カノレチトニン (CT)160-
200単位投与で改善した。一例の肝肺に転移を認めた 
Hypernephromaではインドメタシン50mg投与で明ら
かな改善が認められた。低 Ca血症ー特発性副甲状腺機
Pi，Caの投与で血清6μg，.1αDa5例は2能低下症 
とも正常化した。仮性副甲状腺機能低下症 2例は 2-3 
μg laDa投与で血清 Ca，Piとも正常化した。一例の 
VD依存症 typenは1αDa8μg日で検査値及び臨床
症状の改善が認められつつある。結論及び考察:悪性腫
蕩による高 Ca血症は骨転移自体の他に PTH，OAF 
(Osteoclast-Activating因子)， PG (prostaglandin)， 
更に VD様物質が報告されており steroidHormone， 
CT，インドメタシン等が有用と考えられた。低 Ca血
症は， その一部の症例では 1αDaの有用性が認められ
た。 
2. 	 骨軟化症の骨形態計測法による検索
ーとくにビタミンD投与例の骨組織変化について一 
0後藤澄雄3 井上駿一，霜礼次郎
栗原真 (千大・整形外科)
木村純(国立佐倉・整形外科)
山田研一(千大・ 2内)
骨軟化症の 1例について， 1α・OH-Daの投与前後の骨
変化を組織学的に検討した。
症例は44歳の男性で，腰痛と両足底部痛を訴え来院し
た。臨床検査成績で、高アルカリフォスファターゼ血症お
よび低リン血症を認め， X線像で恥骨，坐骨に骨透明巣
と骨折像を認めた。骨軟化症の診断のもとに lα-OH-D3 
(6 pg)を約 2年投与し，症状の緩解を得た。
とくに治療前と後に行った腸骨生検で得た骨組織の変
化をマイクロラジオグラフィーとオステオイド染色によ
り観察し，併せて定量的観察も試みた。
その結果，治療前の骨組織には著しいオステオイドの
増量，半月状の低石灰化像，かつての盛んな骨吸収を思
わせる虫食状の表面像を認めた。治療後は半月状の低石
灰化像の減少が明らかであった。参考としてこれら骨組
織の石灰化部とオステオイドの量を面積比で測定する
と，皮質部では前者の増加が著しく，骨梁部では後者が
減少するという興味ある結果が得られた。 
3. ビタミンD依存性と低リン血症性クル病の 7例
猪股弘明，新美仁男，佐々木望
高柳直子，中島博徳
(千大・小児科)
ビタミンD依存性クノレ病 21?"IJと低リン血症性クノレ病5
例を呈示し，① 1α-Daの投与効果，②依存性クノレ病のう
ち生理量以上の大量で反応した 1例の検討，そして③低
ソン血症性クル病における腸管リン吸収障害について検
討したので報告した。①:依存性の 1例では生理量の 
1α-Dsで血清 Caの正常化を認めた。この症例は 1α 水
酸化障害の典型例と思われた。低リン血症性では生理量
では全く効果を認めなかった。②:従来の分類では依存
性クノレ病に入る 1例において， 1α-Daの生理量では効果
なく，漸増したところ26r/日投与の時点で血清 Caの正
常化を認めた。その時の血中 1-25べOH)zDa濃度は正
常範囲内であった。この症例は25位の水酸化障害を疑わ
せるが，さらに代謝産物の測定などをして今後検討した
い。③:尿細管リン再吸収試験と経口リン負荷試験を行
い，低リン血症性クル病には，腎尿細管リン再吸収障害
と腸管リン吸収障害とがあり，両者を有するものと腸管
!)ン吸収障害だけの症例とがあった。
